
福井商工会議所では、そばとバール（酒場）を組み合わせた SOBARプロジェクト を展開しています。
本コーナーではSOBAR参加店舗から 店主おすすめの逸品そば をご紹介します。

千束そば

年以上にわたり愛され続ける敦賀の老舗「千束そ
ば」は、良質な福井県産玄そばを店頭の石臼で自家

製粉し、「挽きたて・打ちたて・茹でたて」の三たてにこだ
わる。細打ちながらコシの強い麺質が特徴の「えび天おろ
しそば」は、カラリと揚がった天ぷらと、出汁に溶け込ん
だ辛味大根が織りなす絶妙な味わいのバランスが秀逸の
一品。二八蕎麦と十割蕎麦（＋220円）から選択できる点も
蕎麦好きには嬉しいポイント。地元はもとより県外から
も足繁く通うリピーターが絶えない。

税込2,090円

税込2,420円

◉えび天おろしそば　税込1,450円

おろしそば、
黒龍 吟のとびら150ml、
かまぼこ

まるさん屋　敦賀駅前

HPはこちら

住　　所：敦賀市清水町 1-20-8
電話番号：0770-23-1182
定 休 日：水曜　※火木は昼営業のみ
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◉ミニお刺身丼せっと　税込2,695円

HPはこちら

住　　所：敦賀市白銀町 6-41 2F
電話番号：0770-22-4528
定 休 日：年末年始

賀駅から徒歩約2分の「まるさん屋 敦賀駅前」は、鮮魚問
屋直営の地魚料理と本格蕎麦が自慢。福井県産の石臼挽

きぐるみ十割そばを提供、石臼挽きならではの食感と蕎麦本来の
香りが際立ち、つなぎを使わない十割の力強いコシは、大根おろ
しの辛味と調和し、噛むほどに蕎麦の甘みを感じ取れる。ねぎと
大根おろしがたっぷりのおろしそばは、蕎麦の風味を活かす上品
な出汁に、好みに合わせて濃さが調整できる「かえし醤油」を添え
て提供。「ふくいサーモン」や「敦賀真鯛」など、旬の新鮮な魚介を
贅沢に使った海鮮丼と共に、敦賀の恵みを存分に堪能できる。

敦

おろしそば、
純米酒わかさ 180ml、
寿し2種4貫

ソバール
メニュー!
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検査所は、現在のセーレン本社ビル▶
1階のコンビニエンスストア付近にあった。

▲昭和 8年 10月28日、昭和天皇は福井行幸で藤島神社にご参拝▲昭和 8年 10月28日、昭和天皇は福井行幸で藤島神社にご参拝
　の後、この商工省福井絹織物検査所、つづいて福井精練加工株　の後、この商工省福井絹織物検査所、つづいて福井精練加工株
　式会社に臨幸された　式会社に臨幸された

　

福
井
市
の
幸
橋
の
南
方
、
西
に
商
工
会

議
所
ビ
ル
、
東
に
セ
ー
レ
ン
本
社
ビ
ル
が

建
つ
交
差
点
が
あ
る
。
こ
の
交
差
点
の
北

東
角
に
、
戦
前
、
商
工
省
の
輸
出
絹
織
物

検
査
所
が
存
在
し
た
。

　

明
治
20
年
、
福
井
に
輸
出
用
の
羽は
ぶ
た
え

二
重

を
製
織
す
る
技
術
が
導
入
さ
れ
る
と
、
そ

の
生
産
は
急
速
に
拡
大
し
、
福
井
は
「
織

物
王
国
」
と
し
て
発
展
を
遂
げ
る
。
こ
の

発
展
を
支
え
た
の
が
、
全
国
に
先
駆
け
て

導
入
さ
れ
た
織
物
の
検
査
制
度
で
あ
る
。

　

明
治
25
年
、
絹
織
物
組
合
は
製
品
を
松
・

竹
・
梅
の
三
等
級
に
格
付
け
し
、
組
合
の

証
票
が
な
い
製
品
の
売
買
を
禁
じ
た
。
そ

し
て
福
井
市
を
は
じ
め
県
内
各
地
に
検
査

所
を
置
き
、
検
査
体
制
を
整
備
し
た
の
で

あ
る
。
明
治
42
年
４
月
か
ら
は
、
検
査
を

さ
ら
に
強
化
す
る
た
め
県
営
と
し
、
新
た

に
県
輸
出
織
物
検
査
所
が
設
置
さ
れ
、
明

治
44
年
に
は
、
名
称
を
県
輸
出
羽
二
重
検

査
所
に
改
め
、
人
員
も
増
強
さ
れ
た
。

　

こ
の
間
、
福
井
県
の
輸
出
羽
二
重
生
産

は
目
覚
ま
し
い
発
展
を
遂
げ
、
特
に
第
一

次
世
界
大
戦
期
に
は
生
産
額
が
急
増
し
、
大

正
８
年
に
最
盛
期
を
迎
え
た
。
し
か
し
戦
後

は
、
大
戦
景
気
の
反
動
か
ら
深
刻
な
不
況
に

見
舞
わ
れ
る
。
輸
出
羽
二
重
が
退
潮
す
る
な

か
、
業
界
は
「
変
わ
り
織
物
」
の
生
産
に
活

路
を
見
出
し
た
。
そ
の
結
果
、
富ふ

じ士
絹き
ぬ

や
絹け
ん

紬ち
ゅ
うの
生
産
額
が
輸
出
羽
二
重
を
上
回
る
よ

う
に
な
っ
た
。
こ
れ
に
対
応
す
る
た
め
、
県

は
大
正
13
年
、
検
査
所
を
県
輸
出
絹
織
物
検

査
所
と
改
組
し
た
。
国
も
輸
出
競
争
力
を
強

化
す
る
た
め
、
昭
和
２
年
に
「
輸
出
絹
織
物

取
締
法
」
を
公
布
し
た
。
こ
れ
に
よ
り
、
羽

二
重
、
縮ち
り
め
ん緬
、
絹
紬
、
富
士
絹
等
の
絹
織
物

は
、
国
の
検
査
に
合
格
し
な
け
れ
ば
輸
出
で

き
な
い
制
度
と
な
っ
た
。

　

一
方
、
新
興
の
人
じ
ん
け
ん絹
織
物
は
、
こ
の
検
査

の
対
象
外
で
あ
っ
た
。
昭
和
初
期
、
福
井
県

で
は
す
で
に
生
産
の
中
心
が
輸
出
羽
二
重
か

ら
生
産
性
の
高
い
人
絹
織
物
へ
と
急
速
に
転

換
し
、「
人
絹
王
国
」
へ
の
道
を
歩
ん
で
い

た
が
、
製
品
検
査
は
組
合
に
よ
る
自
主
検
査

と
し
て
行
わ
れ
て
い
た
。
と
こ
ろ
が
昭
和
７

年
12
月
、
商
工
省
は
人
絹
織
物
の
検
査
も
国

営
に
移
管
す
る
旨
を
県
織
物
同
業
組
合
へ
通

達
す
る
。
こ
れ
に
対
し
、
全
国
の
人
絹
織
物

産
地
は
猛
烈
な
反
対
運
動
を
展
開
し
た
。
国

営
化
に
よ
っ
て
検
査
日
数
の
遅
延
や
手
数
料

の
増
加
、
さ
ら
に
新
製
品
が
不
合
格
と
な
る

可
能
性
が
懸
念
さ
れ
た
か
ら
で
あ
る
。

　

し
か
し
、
こ
の
反
対
運
動
は
実
ら
ず
、
昭

和
９
年
１
月
か
ら
全
国
一
斉
に
国
営
検
査
へ

の
移
行
が
決
定
し
た
。た
だ
し
、「
人
絹
王
国
」

と
し
て
の
地
位
を
確
立
し
て
い
た
福
井
県
に

は
特
別
な
立
場
が
認
め
ら
れ
、
整
理
後
検
査

の
み
を
国
営
と
し
、
整
理
前
検
査
は
組
合
が

国
の
代
行
と
し
て
行
う
こ
と
が
例
外
的
に
許

可
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

　

こ
の
国
営
検
査
所
と
し
て
、
商
工
省
福
井

輸
出
絹
織
物
検
査
所
の
本
所
が
足
羽
郡
木
田

村
木き
だ
じ
か
た

田
地
方
に
置
か
れ
、
勝
見
支
所
と
勝
山

支
所
が
設
置
さ
れ
た
。
し
か
し
、
戦
時
統
制

の
強
化
に
伴
い
織
物
工
場
が
整
理
さ
れ
る

と
、
検
査
所
は
そ
の
役
割
を
終
え
昭
和
19
年

廃
止
さ
れ
た
。　
　
　
　
（
文　

奥
山
秀
範
）

▲足羽郡和田村勝見には勝見支所が置かれた

▲人絹織物の発展には機械捺染技術がおおいに貢献した


